
令和元年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【  京都府  】  

学校名【京都府立丹波支援学校】 

１実践テーマ 【 Ⅲ Ⅴ 】  

２実施対象者 丹波支援学校中学部・高等部生徒 約60名 

京都先端科学大学健康スポーツ学科学生 約60名 

口丹地域高等学校生徒 約70名 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（体育・総合的な学習の時間） 

② 行事名（口丹地域の高校生の交流会） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（京都府立特別支援学校ボッチャ交流会） 

② その他  （     ） 

４目 標  

（ねらい） 

（１）障害者への理解を深め、共生社会の形成に資する。 

（２）スポーツを通して自己肯定感を高めるとともに、他者を尊重

する態度を養う。 

（３）口丹地域の高校生、大学生との交流を深める。 

５取組内容 （１）京都先端科学大学健康スポーツ学科学生との交流 

 ア 6 月 11 日(火) 

  ・フットベースボールでのスポーツ交流 

 イ 10 月 30 日(水) 

  ・障害についての理解学習 

  ・ボッチャ交流 

  ・キンボール交流 

（２）口丹地域の高校生の交流会(11 月 16 日(土)) 

  ・卓球バレー、ソフトボール、バトミントン等での交流 

（３）京都府立特別支援学校ボッチャ交流会(6 月 29 日(土)) 

  ・４チームが参加。うち１チームが優勝 

 
先端科学大学との交流会 



 
ボッチャ交流会 

６主な成果 

 

・大学生とのスポーツ交流を通して、他者を認める気持ちが育った

り自己肯定感が高まったりした。 

・障害者スポーツ(パラリンピック種目)を体験することにより、広

く周知することができた。 

・大学生にとって本校生徒と関わったり、講義を聴いたりすること

で障害理解教育につながった。 

・ボッチャ交流会に参加することで、他の支援学校生徒と交流する

ことができた。 

・地域の高校生との交流を通して、障害者スポーツを知ってもらう

とともに、本校の理解啓発につながった。 

 

７実践において

工夫した点 

(事業の特色) 

・支援学校教員がルール説明するのではなく、大学に事前に指導案

を送付し、大学生がルール説明することで、より身近な存在として

意識できるようにした。 

・大学生の特技を見せてもらうことで、憧れの気持ちを抱けるよう

にした。 

・ホームページに掲載したり、新聞社に知らせたりする等、学校外

にアピールした。 

 

８主な課題等 ・重度重複障害生徒も参加できる取組を検討する必要がある。 

・実施後のまとめができなかった。 

９来年度以降の

実施予定 

・来年度、さらに充実・発展するよう取組を継続する。 

・すべての取組において、大学生が本校へ来校しているので、本校

から大学へ行くことも検討する。 

 

 


